
琵琶湖周航の歌 誕生百年 研修で今津へ行く機会があり、そこで聞いた

お話です。

今年は琵琶湖周航の歌が誕生して１００年になりま

す。琵琶湖周航とは、旧制第三高等学校水上部（現京

都大学ボート部）が、学年末(当時は７月卒業)の慣例

によって、３泊（１泊目雄松、２泊目今津、３泊目彦根）

ほどかけ、ボートを漕いで琵琶湖を一周する行事で

す。大正６年(１９１７年 )、琵琶湖周航に参加した小口
お ぐ ち

太郎さんが２日目の今津の宿で、「ボートを漕ぎなが

ら、こんな詞を作った。」とクルーに披露しました。これ

に当時学生の間で流行していた「ひつじぐさ」（吉田千

秋作曲）の曲に乗せてみるとよく合ったので、その夜ク

ルーの仲間で大合唱した。琵琶湖周航の歌誕生の瞬

間でした。大正６年に発表した歌詞は、翌大正７年に

全歌詞６番までが完成し、その後、三校の寮歌として、

学生たちの愛唱歌として広まっていきました。たまに

「琵琶湖哀歌」と混同されて、学生が琵琶湖で遭難した

悲しい歌と誤解されることがありますが、琵琶湖哀歌

は昭和１６年、旧制四校(現金沢大学)の学生がボート

の練習中に突風により艇が転覆し、１１人の若者が死

亡した事故を悼んで作られた別の歌です。また、６番

の歌詞に出てくる長命寺は、西国三十一番札所なのに

作詞では十番になっています。これを小口さんは、「三

十一番では字余りになって歌いにくいだろ！これでい

いのだ！」と言われたそうです。

(参考：琵琶湖周航の歌資料館、村井佳子館長のお話と資料)

実は、私もかつてボート部(滋賀大学)所属の漕ぎ手でしたので、琵琶湖周航の

歌には深い思い入れがあります。私は琵琶湖周航はしたことがないのですが、艇

庫（大津市御殿が浜）から琵琶湖大橋までナック

ルフォアという漕ぎやすい安定した艇でほぼ１日

かけて往復したことがあります。秋だったと思う

のですが、風もなく穏やかな琵琶湖を、ゆったり

としたピッチで漕いだことは忘れられません。右

は琵琶湖大橋まで行った時の写真で、下は朝日レ

ガッタ(５月)に出場した時のものです。４０年前

のなつかしい思い出です。

ちなみに、本校にステップアップセミナーで英語を教えに来ていただいている

三田村先生は、ボート部で艇を共に漕いだ先輩ですし、歳がずれていていっしょ

に漕いだことはないですが、本校の大家先生も同じ滋賀大ボート部です。

今年６月、長浜の豊公園の湖畔に新しく琵琶湖周航の歌の歌碑が建立されまし

た。歌碑建立には、高月町馬上の栗原さん（元教員）が発案され関わっておられたとのこと。残念ながら歌碑完

成を見ることなく亡くなられたそうです。ご冥福をお祈りします。

高月中だより高月中だより
平成２９年１１月２４日

Ｎｏ．９ 文責 校長 谷口国夫
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琵琶湖周航のコース
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第７１期生徒会
１１月６日に演説と選挙があり、新しい生徒会本部役員が決定しました。

生徒会長 嶋田 さん

生徒会副会長 松田 さん 廣部 さん

書記長 後藤 さん

本部役員 野村 さん 片桐 さん 束川 さん

長谷川さん 横井 さん 成田 さん

委員長 副委員長

風紀 中川 さん 前田 さん

環境 松井 さん 小森 さん

保健 筧 さん 野川 さん

図書 齊藤 さん 鹿城 さん

広報 野川 さん 桐畑 さん

給食 今居 さん 雨森 さん

体育 谷口 さん 中川 さん

評議員 荒木 さん 野村 さん

のみなさんです。よろしくお願いします

授業参観・進路学習・ＰＴＡ講演会
１１月１８日(土)には、授業参観と３年生進路説明会、そして３校時には、リ

オパラリンピック、視覚障害者マラソンで５位に入賞された近藤寛子さん(滋賀

銀行陸上部)によるＰＴＡ研修部主催の講演会が実施されました。多くの保護者

のみなさんの参観と参加をありがとうございました。

講演いただいた近藤さんを襲った不幸や試練は、持参いただいたＤＶＤを視

聴してよくわかりました。人生の途中、子育ての真っ最中に視力がなくなって

いく不安は、近藤さんにしかわからない苦難であったと想像することしかできませ

ん。でも、直接お話しさせていただいたり講演をお聞きして、そのお人柄と明るく

元気に話されるようすからたくさんのことを学びました。近藤さんがリオパラリン

ピックに出場するため人一倍の努力をされたり、練習で心が折れそうになっても自

分を支えてくれる人の存在や周りの人たちへの感謝を実感されたり、その過程でい

くつもの涙と苦労を乗り越えてこられた姿に、多くの感動を覚えました。

次の目標である東京２０２０パラリンピックでのメダルをめざし、講演を終えた

その日も練習に向かわれるとお聞きしました。そんな近藤さん

に精一杯エールを送りたいと思います。

市民駅伝・ブロック駅伝
１１月３日(金 )には市民駅伝

が、１１月７日(火 )にはブロッ

ク駅伝が開催され、本校からも

男女各２チームずつ出場しまし

た。放課後や朝練習を重ねてき

ましたが、どの学校も真剣です。

思うような結果には結びつかなかったかもしれませんが、控え

選手も含めて高月中駅伝チームはすごくがんばりました。

来年は県駅伝に出場できるよう、さらに力をつけていってほ

しいと思います。

の予定

４日(月) 人権週間(～８日)

２年人権ビデオ視聴

６日(水) １年人権講話・ビデオ視聴

７日(木) ３年人権講話

１８日(月)

～

学期末懇談会

２１日(木)

２２日(金) ２学期終業式

２５日(月) 生徒会リーダー研修

２７日(水)～１月３日(水) 学校閉校

１月９日(火) ３学期始業式

どの候補者も、中身の濃いすば

らしい演説でした。


